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1　横浜ELSI研究会について
　2022 年 8 月、横浜国立大学大学院国際社会科学研究院・国際経済法学

専攻所属教員 を 中心 に、「新規技術 と 法研究会」（通称：横浜 ELSI 研究会 

<https://yokohama-elsi.ynu.ac.jp/>）が立ち上げられました。

　ELSI と は、「倫理的・法的・社会的課題（Ethical, Legal and Social Issues）」

のアクロニムであり、ある新規科学技術の開発や社会実装がもたらす可能性

のある様々な非技術的課題を多角的に分析し、当該技術による望ましい社会

の実現に向けて責任ある研究・イノベーション（Responsible Research and 

Innovation, RRI）を牽引する役割を担う学術的領域です。

　横浜 ELSI 研究会では、法学・政治学にとどまらず、様々なバックグラウン

ドを持つ方々のご参画により得られる総合知に基づいて、これからの新規技術

と社会のあり方を検討していきます。

　さらに本研究会は、研究開発現場との対話などを通じて、様々な社会課題と

新規科学技術によるその解決とをつなぐ場（フォーラム）として機能すること

を目指しています。

2　2023年度活動記録
　（1）第1回研究会

日　　　時：2023 年 4 月 17 日（月）13:00 ～ 14:30

報　告　者：渡邉　拓氏（横浜国立大学国際社会科学研究院教授）

報告テーマ：「科学的知見の進歩と契約不適合の『発見』」

　（2）第2回研究会
日　　　時：2023 年 5 月 22 日（月）13:00 ～ 14:30



報　告　者：小山　泰史氏（上智大学法学部教授）

報告テーマ：「司法の IT 化と生成 AI の及ぼす影響」

　（3）第3回研究会
日　　　時：2023 年 6 月 19 日（月）13:00 ～ 14:30

報　告　者：�橋田　俊彦氏（横浜国立大学総合学術高等研究院客員教

授・元気象庁長官）

報告テーマ：「気候工学・気象制御の ELSI」

　（4）第4回研究会
日　　　時：2023 年 7 月 31 日（月）13:00 ～ 14:30

報　告　者：�中村　多美子氏（弁護士法人 リ ブ ラ 法律事務所・弁護士

（大分県弁護士会））

報告テーマ：「法と科学技術の協働にむけて」

　（5）第5回研究会
日　　　時：2023 年 9 月 5 日（火） 10:30 ～ 12:00

報　告　書：翁　岳暄氏（東北大学学際科学フロンティア研究所助教）

報告テーマ：�「知能ロボットにおける ELSI 研究 : IEEE P7017 倫理標準

規格を中心に」

　（6）第6回研究会
日　　　時：2023 年 11 月 1 日（水） 13:00 ～ 15:00

第 1 報告

報　告　者：新屋敷　恵美子氏（九州大学大学院法学研究院准教授）

報告テーマ：�「AI・アルゴリズムと協働する働き方と労働法規制へのイ

ンパクト：イギリスにおけるコントロールの形態変化と

労働法規制の根拠・形態」

第 2 報告

報　告　者：藤木　貴史氏（法政大学法学部法律学科准教授）

報告テーマ：�「AI・アルゴリズムを介した働き方とアメリカ労働法の対応」



　（7）武漢大学・法と科学技術研究センターとの学術交流セミナー
日　　　時：2023 年 11 月 7 日（火）10:30 ～ 12:30

報　告　者：渡邉　拓氏（横浜国立大学国際社会科学研究院教授）

報告テーマ：�「学士課程における体系的な「ELSI 教育」の可能性につい

て─「ELSI 学部」は可能なのか？─」

コメンテーター

張　　紅氏（武漢大学・法と科学技術研究センター所長）

中田祐児氏（中田・島尾法律事務所弁護士）

小泉博嗣氏（中田・島尾法律事務所弁護士・元大阪高等裁判所長官）

司会・通訳

李 豆 豆 氏（中国律師・中田・島尾法律事務所リサーチャー）

　（8）第7回研究会
日　　　時：2023 年 12 月 18 日（月） 13:00 ～ 14:30

報　告　者：笹岡　愛美氏（横浜国立大学国際社会科学研究院教授）

報告テーマ：「気象・気候への人為的介入と ELSI」

　（9）第8回研究会
日　　　時：2024 年 1 月 23 日（火） 14:40 ～ 16:10

報　告　者：�横浜国立大学経済学部 3 年生（立法政策と法ゼミナール）

一同

報告テーマ：「暗号資産の私法上の取り扱い」、「AI 生成物と著作権」

　（10）第9回研究会
日　　　時：2024 年 2 月 19 日（月） 13:00 ～ 14:30

報　告　者：渕川　和彦氏（大阪公立大学大学院法学研究科准教授）

報告テーマ：「ブロックチェーン技術の活用と経済法」




